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ハンガリー・グリーンボンド・フレームワーク 

評価概要 
 

サステイナリティクスは、ハンガリー・グリーンボンド・フレームワークは信頼性及び

環境改善効果を有し、グリーンボンド原則2021の4つの中核的要素に適合してい

るとの意見を表明します。この評価に際して考慮したのは以下の要素です。 
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調達資金の使途 資金使途対象の適格カテゴリーであるクリーン輸

送、土地利用と生物資源、エネルギー効率(グリーンビルディングを

含む)、再生可能エネルギー、公害防止・管理、持続可能な水と廃水

管理、気候適応、研究、イノベーション、意識向上は、グリーンボンド

原則において認められているカテゴリーと合致しています。サステイ

ナリティクスは、適格なカテゴリーが環境改善効果をもたらし、国際

連合が定める持続可能な開発目標（SDGs）、特にSDGs 2、6、7、9、

11、12、13、15を推進するものと考えます。 

 

プロジェクトの評価及び選定 政府債務管理株式会社 (以下 「AKK」 

という。) は、財務省と協力して、プロジェクトの評価及び選定プロセ

スを担当する運営委員会及び政府間作業部会を設置しました。ハン

ガリーは、ハンガリー・グリーンボンド・フレームワークの下で適格な

グリーン支出に関連する環境的・社会的リスクを軽減するための包

括的な法律と管理手順を整備しています。サステイナリティクスは、

プロジェクトの評価と選定プロセスがマーケット・プラクティスに合致し

ていると考えます。 

 

調達資金の管理 ハンガリー財務省は、運営委員会及び政府間作業

部会の支援を受け、調達資金の管理に責任を持ちます。ハンガリー

は、手取金を、i) 発行年の前2年間の予算年度に行われた支出、ii)  

発行と同年に行われた支出、iii) 発行年の後2年間の予算年度以内

の将来の予算支出、に完全に充当することを目指しています。完全

に充当されるまでの間、未充当の調達資金は財務省の一般的な流

動性管理方針に従って管理されます。これはマーケット・プラクティス

に合致しています。 

 

レポーティング ハンガリーは、調達資金が全額充当されるまで、年

一回、AKKのウェブサイト上の統合グリーンボンド・レポートを通じて、

調達資金の充当状況とそれに関するインパクトについて公表するこ

とを約束しています。資金充当状況レポートには、適格プロジェクトに

充当された調達資金の総額、未充当調達資金の残高、およびグリー

ン支出の適格基準に関する更新情報が含まれます。さらに、ハンガ

リーは関連するインパクト指標について報告する予定です。これはマ

ーケット・プラクティスに合致していると考えます。 
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EUタクソノミー 

サステイナリティクスは、ハンガリー・グリーンボンド・フレームワークを、EUタクソノミーの環境目標への実質的貢献（SC）に関す

る技術的スクリーニング基準及び、20の活動に関する「重大な損害を与えない」（DNSH）基準との適合性を評価します。フレーム

ワークにおける資金使途カテゴリーの基準を、EUタクソノミーにおける37の活動に照合しました。サステイナリティクスは、25の活

動が適用可能なSC基準に適合しており、4の活動が部分的に適合しており、8の活動が適合していないと評価されたとの意見を

表明します。DNSH基準との整合性について査定された20の活動のうち、18の活動が適合しており、2の活動が部分的に適合し

ていると判断されました。サステイナリティクスはまた、フレームワークの下で資金提供される活動及びプロジェクトは、EUタクソノ

ミーの最低限セーフガード措置と整合的に実施されるとの意見を表明します。本報告書では、クリーン輸送カテゴリー及びエネル

ギー効率（グリーンビルディングを含む）カテゴリーと再生可能エネルギーカテゴリーの選択された活動を除き、EUタクソノミーの

DNSH基準との適合性については評価されていません。 
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